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我が国の道路網では事故などの交通現象が日々発生している．これらの監視には，監視カメラやトラフ

ィックカウンターなどが用いられているが，定点監視であるため監視範囲には限界がある．そこで，SNS

の一種であるマイクロブログを解析し，交通現象に係わる情報取得を補完する方法が提案されている．し

かし，あらかじめ設定したキーワードで探索するため，取得できるツイート数に多寡が発生する． 

そのため，本研究では，交通現象発生時に関連するキーワードがバーストする特性を用いて，交通現象

の獲得に有用なキーワードを選定する手法を提案し，その有効性を評価する． 
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1. はじめに 

 

我が国に張り巡らされた道路網は，国内の人流，物流

を支える要であり，人々の生活の基礎となっている．こ

のような状況下において，各道路の状況把握は，道路を

適切に管理する上で重要な役割を担っている．そのため，

道路上の各所において，監視カメラやトラフィックカウ

ンターが設置されており，事故などの事象（以下，交通

現象）の発生を常時把握する仕組みが実現されている．

しかし，これらの監視手法は定点監視であり，監視範囲

も制限されていることから，交通現象を把握する他の方

策と併用することが望まれている． 

交通現象の把握に係わる新たな取り組みの一つとして，

近年，広く普及した SNS（Social Networking Service）の一

種であるマイクロブログを解析する手法 1), 2) が提案され

ている．マイクロブログの Twitter では，日々膨大なつ

ぶやき（以下，ツイート）がインターネット上に投稿さ

れている．これらのツイートの中には，交通現象や道路

利用に係わる内容も多く含まれているが，その情報を獲

得するためには，膨大なツイートを解析する必要がある．

既存手法 3), 4)では，有用な情報のみをツイート群から選

択的に取得するため，交通現象に係わるキーワードをあ

らかじめ設定している．しかし，キーワードを設定した

場合，次に示す 2つの課題が発生する． 

一つ目は， 出現数の少ない未登録のキーワードへ対

応できない課題である．交通現象は，「ぶつかりたてホ

ヤホヤ」などの多様な語句で表現される．そのため，あ

らかじめキーワードを設定した場合，交通現象を漏れな

く抽出することが難しい． 

二つ目は，選定したキーワードが恒常的にツイートに

含まれる課題である．例えば，「事故」や「渋滞」など

のキーワードは，交通現象に係わるツイートにも含まれ

るが，ニュースなどでも使用され，取得対象となるツイ

ート数が膨大になり，ノイズも多く含まれる． 

そこで，本研究では，道路に係わるツイートから交通

現象に関するリアルタイム性の高いツイートを獲得する

ためのキーワードの選定方法を提案する． 

 

土木情報学シンポジウム講演集 vol.41 2016 

（21） 

- 75 -



 

 

2. 研究の概要 

 

(1) 課題への対応方策 

本研究では，交通現象の発生に際し，関連する内容を

含むツイート数が増加する特性があることに着目した．

そこで，「出現数の少ない未登録のキーワードへ対応で

きない課題」と「選定したキーワードが恒常的にツイー

トに含まれる課題」に対して，普段の出現数とは異なる

傾向を示すバーストの概念を適用することで解決を図る．  

バースト検出手法 5, 6) では，出現数が平常時と比較し

て急激に変化するキーワードを発見できる．そのため，

出現数が恒常的に多いもしくは少ないキーワードであっ

た場合も，交通現象発生時に出現数が増加する傾向であ

れば，適切に検出できる． そのため，2つの課題を解消

可能であると考えられる． 

 

(2) 研究内容 

本研究では，交通現象を獲得するために有効なキーワ

ード選定手法として，バースト検出手法を用いることを

提案する．バースト検出手法には，蓄積された時系列デ

ータからバースト期間を検出する手法 5) やリアルタイ

ムに時系列データを解析してバーストの有無を検出する

手法 6)（以下，リアルタイムバースト手法）がある．本

研究では，交通現象をリアルタイムに把握することから，

キーワードの選定にリアルタイムバースト手法を用いる． 

 

(3) 処理の流れ 

提案手法の手順を図-1 に示す．本手法は，交通現象

発生後のツイート抽出機能および交通現象の獲得に有効

なキーワード抽出機能から構成される． 

交通現象発生後のツイート抽出機能では，道路に関わ

る内容を含むツイート群から，交通現象に係わるツイー

トを取得し，そこに含まれるキーワードを蓄積する．ま

ず，道路に関する内容を含むツイート群から，交通現象

の発生後一定時間以内に投稿されたツイートを取得する．

次に，取得したツイートを形態素解析し，交通現象に係

わる語句としてデータベースに登録する． 

交通現象の獲得に有効なキーワード抽出機能では，

交通現象に係わる語句から，交通現象発生後にバースト

するキーワードを抽出する．バースト度合い算出処理で

は，各キーワードが含まれるツイートとその投稿時間を

用いて，リアルタイムバースト検出を行い，バースト度

合いを算出する．次に，バースト判定処理では，算出し

たバースト度合いが閾値を超えているかを判定する．そ

して，交通現象の獲得に有効なキーワード選定処理では，

交通現象の発生時刻から一定時間以内にバーストが発生

した回数の多いキーワードを選定する．ここで，バース

ト回数が一定数以上のものは，ノイズとして除去する． 

本処理の詳細は既存研究 6) を参照されたい． 

 
 
3. 抽出キーワードの評価実験 

 

(1) 実験計画 

本研究では，既存手法における 2つの課題を解消でき

ているかを評価するため，「実験 1：選定キーワードの

比較実験」と「実験 2：バースト発生時間と交通現象発

生時間の比較実験」を行う．一つ目の実験では，既存手

法と提案手法で選定されたキーワードを比較し，提案手

法で新たに選定されたキーワードの件数を評価する．二

つ目の実験では，提案手法で得られたキーワードと交通

現象との関係を分析し，選定したキーワードを用いて交

通現象を高精度に獲得可能であるかを検証する． 

 

(2) 実験データの収集 

a) 交通現象の収集 

交通現象発生情報は，公益財団法人日本道路交通情報

センター（以下，JARTIC）の公開する規制情報を利用

する．JARTIC の Web サイトでは，路線名称，方向，

規制区間，原因，規制内容などの情報が公開されており，

それらの情報を 5 分間隔で収集する．今回は試験的に

2015年 1月 24日から 2015年 12月 3日の間に公開された

近畿圏の規制情報を対象とした．5 分間隔で情報を取得

するため，5 分以上継続公開されている交通現象は重複

して取得される．そのため，取得した内容が同一の場合

は一つの交通現象として統合して登録する．その結果，

1,662,888件の交通現象を収集した． 

b) ツイートの収集 

道路に係わる内容を含むツイート群は，Twitter 社提

供の API を用いて収集する．まず，収集の際に必要と

なる検索キーワード集（以下，地名辞典）を作成する．

一般に交通現象に関する情報を含むツイートには，路線

名，サービスエリア名やインターチェンジ名などの単語

が含まれていることが多い．また，これらの単語には略

称や通称などの類義語もよく利用されているため，正式

交通現象に
関わる語句

交通現象発生後のツイート抽出機能

道路に関する内容を
含むツイート群

交通現象の
発生状況

入力

交通現象のリアルタイム検出に
有効なキーワード

出力

格納

参照

交通現象の獲得に有効なキーワード抽出機能

①バースト度合い算出処理

②バースト判定処理

③交通現象の獲得に有効なキーワード選定処理

 
図-1 提案手法の手順 
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名称だけでなく，それらを含めて 971 件を地名辞典へ

登録した．次に，Twitter社提供の Search APIに地名辞典

のキーワードを指定し，2014年 8月 22日から 2016年 6

月 09 日の期間を対象にツイートを収集した．その結果，

3,793,301件のツイートを収集した． 

 

 (3) 実験条件 

本実験では，交通現象の中でも特に関連する内容を含

むツイート数が増加する事故を対象とする．そして，ツ

イートは事故発生から 2時間以内に投稿されたものを対

象とした． 

また，リアルタイムバースト手法のパラメータを N = 

50，β = 0.4，Wmin = 1日，Cmin = 10，Amin = 10，Wmax = 

1 日に設定し，実験を行った．パラメータの詳細は既存

研究 6)を参照されたい． 

 

(4)  実験 1：選定キーワードの比較実験 

a) 実験内容 

本実験では，既存手法と提案手法で選定されたキーワ

ードを比較し，提案手法で新たに選定されたキーワード

の件数に基づき評価する．本実験では，キーワード選定

手法として，次に示す 4つの手法を用いる． 

 

 出現数が高い単語を用いる手法（既存手法A） 

 TF-IDF値が高い単語を用いる手法（既存手法B） 

 交通現象の発生時刻から一定時間以内にバーストが

発生した回数の多い単語を用いる手法（提案手法C） 

 提案手法の中でも誤判定率の低い単語を用いる手法

（提案手法D） 

b) 結果と考察 

各手法にて選定されたキーワード上位 30件を表-1 に

示す．表-1において，手法 Bから Dのキーワードで既

存手法 A でも選定されているものは黒塗りにしている． 

表-1 の結果を確認すると，既存手法 B の場合は一致率

80%であるのに対して，提案手法 C，D はそれぞれ 3%，

0%となった．このことから，既存手法の課題である

「出現数の少ない未登録のキーワードへ対応できない課

題」について解消できていることがわかる．  

 

(5)  実験 2：バースト発生時間と交通現象発生時間の比

較実験  

a) 実験内容 

本実験では，実験 1 の 4つの手法で選定したキーワー

ドが，実際の交通現象の獲得に有効であるかを評価する．

まず，関連する内容を含むツイート数が増加した事故を

抽出する．次に，既存手法 A，B および提案手法 C，D

のキーワードの上位 5件のいずれかが含まれる事故を抽

出する．そして，その事故の発生した日の該当キーワー

ドが含まれるツイート件数を１時間ごとに集計し，その

結果をグラフとして可視化する．可視化した事故発生当

日のツイート数の推移から交通現象をリアルタイムに獲

得するためのキーワードとして有効であるか検討する． 

実験対象として，事故に係わるツイートが多くみられ

た 2015年 6月 24日の 19時 40分頃に阪神高速道路 13号

東大阪線で発生した車両火災事故 7)を設定した．  

b) 結果と考察 

本実験の結果を図-2 に示す．図-2 のグラフは，事故

発生当日の該当キーワードが含まれるツイート件数の推

移を示している． 

実験結果（図-2）を確認すると，既存手法で選定した

キーワードを含むツイートは恒常的に投稿されているこ

とがわかる．また，提案手法 D で選定したキーワード

を含む投稿はなされていなかった．それに対し，提案手

法 Cのキーワードは，事故発生時刻に 1件のツイートが

表-1 各手法で選定できたキーワード（各上位 30件） 

順位 既存手法A 既存手法B 提案手法C 提案手法D 順位 既存手法A 既存手法B 提案手法C 提案手法D 

1 高速 阪神 燃え ボンネット 16 号 カード キャラ ラジオ 

2 阪神 高速 不正 ほとんど 17 現在 渋滞 ニュース クルーズ 

3 線 線 やっぱり 俊三 18 交通 現在 開始 超え 

4 し 時 スタート エンゼル 19 環状 道路 もの 淡路島 

5 時 神戸 伊勢 リボン 20 車 系統 下さい 向かっ 

6 情報 情報 オンライン かかっ 21 湾岸 日 なんば スカイライン 

7 道 湾岸 ネットワーク 一橋大 22 あり 重大 交通 ウイング 

8 大阪 分 コレクション クレジット 23 通行止め 堺 時間 もらえ 

9 神戸 し 公園 出せ 24 てる 月 言っ アクセス 

10 分 都市 豊中 地図 25 カード ところ 更新 天保山 

11 日 大阪 名古屋 摩耶 26 さ 環状 明日 ブルー 

12 道路 道 トレーラー パーキング 27 れ 只今 車両 須磨 

13 渋滞 首都 マスコット もらい 28 する 号 阪和線 西大阪線 

14 月 通行止め 山口 おばさん 29 首都 あり 画像 周回 

15 都市 交通 わから ビジネス 30 市 等 阪和 全く 

 

- 77 -



 

 

あり，その後，ツイート数が増加する傾向となっている．

また，提案手法 Cで選定したツイート 166件のうち，実

際の事故に関するツイートは 164件であり，高精度に事

故に係わる内容を取得できていることが分かった．この

ことから，「選定したキーワードが恒常的にツイートに

含まれる課題」を解消し，交通現象の獲得に有効なキー

ワードを抽出できていることが明らかとなった． 

 

 

4.  おわりに 

 

本研究では，リアルタイムに交通現象を獲得するため

のキーワード選定を目的として，バースト検出手法を用

いた交通現象に関連性の高いキーワードの抽出手法を提

案した．評価実験を通して，交通現象に係わるキーワー

ドをあらかじめ設定した際の課題である「出現数の少な

い未登録のキーワードへ対応できない課題」と「選定し

たキーワードが恒常的にツイートに含まれる課題」を解

消できていることを確認した．このことから，提案手法

にて選定したキーワードは，リアルタイムな交通現象の

獲得に有用であることがわかった． 

本研究を通して，次に示す 2つの課題が明らかとなっ

た．一つ目は，Twitter に投稿するキーワードは，投稿者

に依存する点である．今回の検証では，投稿者を考慮せ

ずにすべてのツイートを解析したため，不要な語句も散

見された．この課題に対しては，投稿者を考慮して解析

することで対応する予定である．二つ目は，提案手法に

より選定したキーワードがリアルタイム監視に有用であ

るかを定量的に評価する必要がある点である．本研究で

は，交通現象の抽出に有用であるかどうかを評価したが，

交通現象の発生直後に即座に反応したかどうかを評価で

きていない．この課題へは，長期間，実際にリアルタイ

ムに投稿をモニタリングすることで対応する． 

今後は，これらの課題へ対応するとともに，本提案手

法の土木分野以外での活用方法を検討する予定である． 
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図-2 各手法で選定したキーワードを含むツイート件数と事故との関係の例 
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